
（２）農薬の使用方法
○きゅうり（殺菌剤）

1 チオファネートメチル トップジンＭ水和剤 ○ ○ ○ ○ ○
●希釈倍数使用量「1500倍」を採用
●菌核病、黒星病、炭疽病、つる枯
病、灰色かび病のみ採用

1 ベノミル ベンレート水和剤 ○ ○ ○
●希釈倍数使用量「2000倍」を採用
●菌核病、黒星病、灰色かび病のみ採
用

7 ペンチオピラド アフェットフロアブル ○ ●うどんこ病のみ採用

7 ボスカリド カンタスドライフロアブル ○
●希釈倍数使用量「1500倍」を採用
●灰色かび病のみ採用

○ ○ ●褐斑病、炭疽病のみ採用

○
●希釈倍数使用量「1500倍」を採用
●べと病のみ採用

11 クレソキシムメチル ストロビーフロアブル ○ ○ ●褐斑病、べと病のみ採用

21 アミスルブロム ライメイフロアブル ○

9 メパニピリム フルピカくん煙剤 ○ ○

9 メパニピリム フルピカフロアブル ○ ○ ○

12 フルジオキソニル セイビアーフロアブル２０ ○ ○
●希釈倍数使用量「1000倍」を採用
●褐斑病、灰色かび病のみ採用

2 イプロジオン ロブラールくん煙剤 ○ ○

2 イプロジオン ロブラール水和剤 ○ ○
●希釈倍数使用量「1000倍」を採用
●菌核病、灰色かび病のみ採用

2 プロシミドン スミレックスくん煙顆粒 ○ ○

○ ○ ●菌核病、灰色かび病のみ採用

○

3 トリフルミゾール トリフミン水和剤 ○
●希釈倍数使用量「3000倍」を採用
●うどんこ病のみ採用

3 トリホリン サプロール乳剤 ○ ●希釈倍数使用量「1000倍」を採用

3 ミクロブタニル ラリー水和剤 ○ ●希釈倍数使用量「5000倍」を採用

19 ポリオキシン複合体 ポリオキシンＡＬ水和剤 ○

40 ジメトモルフ フェスティバル水和剤 ○

P2 プロベナゾール オリゼメート粒剤 ○

P7 ホセチル アリエッティ水和剤 ○ ●希釈倍数使用量「400倍」を採用

NC マシン油 スプレーオイル ○

M1 ＤＢＥＤＣ サンヨール ○ ●うどんこ病のみ採用

M1
ノニルフェノールスルホン
酸銅

ヨネポン水和剤 ○ ●斑点細菌病のみ採用

M1 塩基性塩化銅 ドイツボルドーＡ ○ ●斑点細菌病のみ採用

M3，
I:UN

マンゼブ ジマンダイセン水和剤 ○ ○ ○ ○ ○
●希釈倍数使用量「600倍」を採用
●褐斑病、黒星病、炭疽病、つる枯
病、べと病のみ採用

M3，
I:UN

マンゼブ ペンコゼブフロアブル ○  ○
●希釈倍数使用量「500倍」を採用
●炭疽病、べと病のみ採用

M4 キャプタン オーソサイド水和剤８０ ○ ●べと病のみ採用

M5 ＴＰＮ ダコニール１０００ ○ ○ ○ ○ ○
●うどんこ病、褐斑病、黒星病、炭疽
病、べと病のみ作用

M7
イミノクタジンアルベシル
酸塩

ベルクート水和剤 ○ ○ ○
●希釈倍数使用量「4000倍」を採用
●うどんこ病、褐斑病、灰色かび病の
み採用

10/1
ジエトフェンカルブ／チオ
ファネートメチル

ゲッター水和剤 ○ ○ ●褐斑病、灰色かび病のみ採用
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10/2
ジエトフェンカルブ／プロ
シミドン

スミブレンド水和剤 ○ ○ ●褐斑病、灰色かび病のみ採用

43/40
フルオピコリド／ベンチア
バリカルブイソプロピル

ジャストフィットフロアブ
ル

○

11/M5
アゾキシストロビン／ＴＰ
Ｎ

アミスターオプティフロア
ブル

○ ○ ●うどんこ病、褐斑病のみ採用

21/M5 シアゾファミド／ＴＰＮ ドーシャスフロアブル ○ ●べと病のみ採用

24/M1
カスガマイシン／塩基性塩
化銅

カスミンボルドー ○ ○ ●斑点細菌病、べと病のみ採用

24/M1
カスガマイシン／塩基性塩
化銅

カッパーシン水和剤 ○ ○ ●斑点細菌病、べと病のみ採用

3/M3，
I:UN

シメコナゾール／マンゼブ テーク水和剤 ○ ○
●希釈倍数使用量「600倍」を採用
うどんこ病、べと病のみ採用

17/12
フェンヘキサミド／フルジ
オキソニル

ジャストミート顆粒水和剤 ○
●希釈倍数使用量「2000倍」を採用
●灰色かび病のみ採用

40/M1
ジメトモルフ／塩基性塩化
銅

フェスティバルＣ水和剤 ○

40/M5
ベンチアバリカルブイソプ
ロピル／ＴＰＮ

プロポーズ顆粒水和剤 ○
●希釈倍数使用量「1000倍」を採用
●べと病のみ採用

27/11
シモキサニル／ファモキサ
ドン

ホライズンドライフロアブ
ル

○

27/40
シモキサニル／ベンチアバ
リカルブイソプロピル

ベトファイター顆粒水和剤 ○ ●希釈倍数使用量「2000倍」を採用

27/M3 シモキサニル／マンゼブ カーゼートＰＺ水和剤 ○ ●希釈倍数使用量「1000倍」を採用

27/M5 シモキサニル／ＴＰＮ ブリザード水和剤 ○ ○
●希釈倍数使用量「1500倍」を採用
●褐斑病、ベと病のみ採用

U6/3
シフルフェナミド／トリフ
ルミゾール

パンチョＴＦ顆粒水和剤 ○

NC/M1
炭酸水素ナトリウム／無水
硫酸銅

ジーファイン水和剤 ○ ●斑点細菌病のみ採用

M1/2
塩基性塩化銅／プロシミド
ン

スクレタン水和剤 ○ ○ ○ ○
●うどんこ病、灰色かび病、斑点細菌
病、べと病のみ採用

M1/M1 水酸化第二銅／有機銅 キンセット水和剤 ○

M3，
I:UN/4

マンゼブ/メタラキシルＭ リドミルゴールドＭＺ ○

M4/1 キャプタン／ベノミル キャプレート水和剤 ○ ●灰色かび病のみ採用

M4/P7 キャプタン／ホセチル アリエッティＣ水和剤 ○ ●ベと病のみ採用

M4/M1 キャプタン／有機銅 オキシラン水和剤 ○ ●斑点細菌病のみ採用

M5/4 ＴＰＮ/メタラキシルＭ フォリオゴールド ○ ●べと病のみ採用

M7/50
イミノクタジンアルベシル
酸塩／ピリオフェノン

ラミック顆粒水和剤 ○ ○ ●うどんこ病、灰色かび病のみ採用

M7/11
イミノクタジンアルベシル
酸塩/ピリベンカルブ

ファンベル顆粒水和剤 ○ ●うどんこ病のみ採用

M7/19
イミノクタジンアルベシル
酸塩／ポリオキシン複合体

ダイアメリットＤＦ ○
●希釈倍数使用量「1000倍」を採用
●菌核病のみ採用

M7/M3,
I:UN

イミノクタジンアルベシル
酸塩／マンゼブ

サーガ水和剤 ○ ○ ○

39,
I:21A

トルフェンピラド ハチハチ乳剤 ○ ○ ●うどんこ病、べと病のみ採用

M10,
I:UN

キノキサリン系 パルミノ ○

○

○

M10,
I:UN

キノキサリン系 モレスタン水和剤


